
 

 

第 3 編 平成 18 年度(工事 4 年次)の環境モニタリング調査 

第 1 章 水質・騒音振動 

1 水質調査 

1-1 目的 

水質調査は、東環状大橋(仮称)建設事業の施工が、周辺水域に及ぼす影響を把握することを
目的として、工事期間及び非工事期間に各種の水質調査を実施した。 
 
1-2 調査内容 

水質調査の概要は表 1-2-1 に示すとおりである。 
 

表 1-2-1 水質調査の総括 

調査項目 調査内容 時期・頻度 調査箇所 調査方法 
水温､pH､BOD､
DO､SS､濁度､塩
分､ TOC ､ T-N ､
T-P 
Chl.a 

四季調査 
年 4回 
干潮時と満潮時 

地点 A～G 
 

(試料採取) 
河川砂防技術基
準 (案 )同解説
調査編に準拠し
た。 
(試験) 
水質汚濁に係る
環境基準 (環境
省)及び JIS に
準拠した。 

定期水質

調査 
生活環

境項目

等 

水温､塩分､濁度 
pH､ DO、Chl.a

週間調査 
工事期間中の週 1回
干潮時と満潮時 

地点 A～G 各地点の 2割水
深において、磁
気式観測機器に
よる自動計測を
行った。 

工事中水

質調査 
ｐH、濁度の監視 工事作業実施日 Y-1～Y-9 

計９箇所 

(試料採取) 
河川砂防技術基
準 (案 )同解説
調査編に準拠し
た。 
(試験) 
水質汚濁に係る

環境基準 (環境
省)及び JIS に
準拠した。 

【調査箇所選定理由】 
選定時の考慮事項 ①干潟、②漁業権、③河川特性 
「定期水質調査」（図 1-3-1） 
 地点 A：左岸側河川特性把握、漁業監視地点 
 地点 B：下流中央部施工箇所代表地点 
 地点 C：下流右岸の河口干潟監視地点 
 地点 D：下流右岸の住吉干潟監視地点 
 地点 E：上流右岸の住吉干潟監視地点 
 地点 F：河川特性の把握、上流の影響範囲監視地点 
 地点 G：河川特性の把握、下流の影響範囲監視地点 
「工事中のｐH,濁度監視調査」（図 1-3-2） 
 施工中の各橋脚工事水域と上下流の監視地点（Y-1～Y-9） 
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表 1-2-2 調査日及び内容（定期水質調査） 

調査日 
調査

時期 年 月 日 調査箇所 採水時期 水質項目 調査 
種別 

工

事

状

況

非 

工事

期 

8 29 水温､塩分､濁度 pH､DO､Chl.a 
TOC､T-N､T-P､BOD､SS 四季 

2 
12 
18 

水温､塩分､濁度､pH､DO､Chl.a  週間 
5 

24 水温､塩分､濁度 pH､DO､Chl.a 
TOC､T-N､T-P､BOD､SS 

週間 
四季 

―

1 
9 水温､塩分､濁度､pH､DO､Chl.a 週間 

16 水温､塩分､濁度 pH､DO､Chl.a 
TOC､T-N､T-P､BOD､SS 

週間 
四季 

22 

11 

29 水温､塩分､濁度､pH､DO､Chl.a 週間 

6 

13 

21 

H18 

12 

26 

水温､塩分､濁度､pH､DO､Chl.a 週間 

5 
11 
17 1 

24 

水温､塩分､濁度､pH､DO､Chl.a 週間 

6 水温､塩分､濁度 pH､DO､Chl.a 
TOC､T-N､T-P､BOD､SS 

週間 
四季 

13 
21 

2 

27 
水温､塩分､濁度､pH､DO､Chl.a 週間 

 
 
 3 

 

水温､塩分､濁度､pH､DO､Chl.a 週間 

 

工

事

期 

H19 

4  

A～G 干潮時 
満潮時 

水温､塩分､濁度､pH､DO､Chl.a 週間 

工
事
工
程
参
照 
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工事中 pH、濁度監視調査の実施日、回数等は表 1-2-3のとおりである。 

表 1-2-3 調査内容（工事中ｐＨ、濁度監視調査） 

 

年月 日 月 火 水 木 金 土 調査日数

2006年11月 * * * 1 2 3 4 25

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 * *

2006年12月 * * * * * 1 2 25

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

24
／31 25 26 27 28 29 30

2007年1月 * 1 2 3 4 5 6 23

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 * * *

2007年2月 * * * * 1 2 3 23

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 * * *

2007年3月 * * * * 1 2 3 27

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

2007年4月 * * * * * * * 25

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 * * * * *

2007年5月 * * 1 2 3 4 5 27

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 * *

2007年6月 * 1 2 3 4 1 2 3

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

    調査期間：平成18年11月1日～平成19年6月4日
： pH、濁度(Y-1～Y-9)実施(2回）

： pH、濁度(Y-1～Y-9)実施(1回）

(4/20の満潮時調査、5/10の干潮時調査、5/17の満潮時調査は波浪のため調査中止)

赤字は日曜日、祝日等に伴う工事休止日、ただし、2月14日は強風のため工事中止。
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1-3 調査位置 

水質に係る調査地点を下図に示す。 

図 1-3-1 定期水質調査位置 

 
表 1-3-1 定期水質調査位置座標 

 
 
 
 
 
 
 

St.A 

St.B 

St.C 

St.D 

St.E 

St.F 

St.G 

A 34°5' 16.9" 134°35'  6.2"

B 34°5'  8.9" 134°35'  2.2"

C 34°4' 58.9" 134°34' 56.2"

D 34°4' 44.2" 134°34' 53.3"

E 34°4' 49.3" 134°34' 44.2"

F 34°5' 31.0" 134°34' 14.9"

G 34°4' 50.9" 134°36' 10.2"

地点 緯度 経度
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図 1-3-2 工事中ｐＨ、濁度監視調査位置 
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1-4 定期水質調査結果(四季調査) 

1-4-1 四季調査の総括 

平成 18年 5月から平成 19年 2月までに実施した水質調査結果を下表に示す。 
水温、ｐH、DO、BOD、Chl.a、TOC については各測点とも同程度の値を示し、同様の変

動を示した。T-N、T-P、濁度、SSについては St.D、Eで高値を検出しており、他地点に比較
して濁りやすく、また、有機汚濁の進行しやすい内湾的な位置にあることが伺える。 

St.Gは、海域の影響を強く受けるため、塩分にくわえ、濁度、SSにおいて、他地点と異な
る数値や変動を示した。 

表 1-4-1 水質調査結果(四季調査) 

平均の算出にあたっては、定量下限値以下の数値は定量下限値とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

最小 ～ 最大 平均 最小 ～ 最大 平均 最小 ～ 最大 平均 最小 ～ 最大 平均 最小 ～ 最大 平均 最小 ～ 最大 平均 最小 ～ 最大 平均
全測定 9.7 ～ 29.2 18.4 9.8 ～ 29.7 18.6 9.7 ～ 29.7 18.7 10.0 ～ 28.7 18.8 10.3 ～ 29.2 18.9 10.1 ～ 28.7 18.8 10.5 ～ 28.0 18.7
干潮時 9.8 ～ 29.2 18.3 10.8 ～ 29.7 18.7 11.2 ～ 29.7 18.9 10.0 ～ 28.7 18.7 10.3 ～ 29.2 18.6 10.1 ～ 28.7 18.5 10.5 ～ 28.0 18.5
満潮時 9.7 ～ 27.5 18.5 9.8 ～ 27.7 18.5 9.7 ～ 27.8 18.4 10.7 ～ 27.5 18.8 10.4 ～ 28.0 19.1 10.4 ～ 28.1 19.0 10.9 ～ 26.8 18.8
全測定 7.9 ～ 8.6 8.2 7.7 ～ 8.5 8.1 7.7 ～ 8.5 8.1 7.9 ～ 8.3 8.1 7.9 ～ 8.6 8.2 7.9 ～ 8.5 8.2 7.9 ～ 8.2 8.1
干潮時 7.9 ～ 8.6 8.2 7.7 ～ 8.5 8.1 7.7 ～ 8.5 8.1 7.9 ～ 8.3 8.1 7.9 ～ 8.6 8.2 7.9 ～ 8.5 8.2 8.0 ～ 8.1 8.1
満潮時 8.0 ～ 8.3 8.1 7.8 ～ 8.1 8.0 7.8 ～ 8.4 8.1 8.0 ～ 8.2 8.1 8.1 ～ 8.4 8.2 7.9 ～ 8.2 8.1 7.9 ～ 8.2 8.1
全測定 6.5 ～ 12.3 9.2 6.1 ～ 11.6 8.1 6.9 ～ 10.9 8.2 6.7 ～ 10.9 8.3 6.8 ～ 11.9 9.1 7.0 ～ 13.6 8.9 6.2 ～ 8.8 7.9
干潮時 8.1 ～ 12.3 9.7 6.7 ～ 11.6 8.3 6.9 ～ 10.9 8.3 7.6 ～ 10.9 8.9 8.2 ～ 11.9 9.4 7.9 ～ 13.6 9.7 7.7 ～ 8.6 8.1
満潮時 6.5 ～ 9.9 8.7 6.1 ～ 9.3 7.9 7.0 ～ 9.4 8.0 6.7 ～ 8.8 7.7 6.8 ～ 10.9 8.7 7.0 ～ 8.9 8.0 6.2 ～ 8.8 7.6
全測定 0.6 ～ 5.0 2.2 1.3 ～ 5.8 3.9 1.9 ～ 6.0 3.6 0.7 ～ 4.8 2.1 0.7 ～ 4.5 2.1 0.7 ～ 4.7 2.6 0.7 ～ 6.9 2.3
干潮時 0.7 ～ 5.0 2.4 3.0 ～ 5.5 4.6 1.9 ～ 6.0 3.9 0.7 ～ 4.8 2.3 0.7 ～ 4.5 2.2 0.7 ～ 4.7 2.5 0.9 ～ 3.9 1.8
満潮時 0.6 ～ 4.1 2.0 1.3 ～ 5.8 3.1 2.0 ～ 4.9 3.3 0.7 ～ 3.9 1.9 0.7 ～ 4.0 2.0 0.7 ～ 4.6 2.6 0.7 ～ 6.9 2.8
全測定 4.50 ～ 30.41 19.41 3.24 ～ 30.80 18.17 5.27 ～ 30.64 18.42 5.13 ～ 31.83 22.57 3.69 ～ 31.71 19.18 6.02 ～ 31.55 21.44 23.48 ～ 32.09 28.73
干潮時 4.50 ～ 28.47 17.13 3.24 ～ 30.46 18.61 5.27 ～ 30.50 18.35 5.13 ～ 30.29 20.35 3.69 ～ 28.67 17.17 6.02 ～ 29.22 19.86 23.48 ～ 31.00 27.21
満潮時 6.50 ～ 30.41 21.68 4.33 ～ 30.80 17.72 6.12 ～ 30.64 18.48 6.61 ～ 31.83 24.78 8.40 ～ 31.71 21.18 6.82 ～ 31.55 23.01 26.57 ～ 32.09 30.25
全測定 0.9 ～ 24.5 7.2 0.7 ～ 19.8 4.5 1.0 ～ 16.5 4.1 1.0 ～ 13.1 3.7 0.9 ～ 15.0 5.2 0.8 ～ 21.3 6.3 0.8 ～ 9.5 3.4
干潮時 1.0 ～ 24.5 9.2 1.2 ～ 19.8 6.2 1.2 ～ 16.5 5.2 1.0 ～ 13.1 4.5 0.9 ～ 15.0 5.5 0.9 ～ 21.3 7.9 0.8 ～ 4.9 2.6
満潮時 0.9 ～ 12.6 5.1 0.7 ～ 5.6 2.7 1.0 ～ 7.8 3.0 1.1 ～ 5.2 2.9 0.9 ～ 12.5 4.9 0.8 ～ 10.8 4.6 0.9 ～ 9.5 4.1
全測定 <0.5 ～ 4.7 1.7 <0.5 ～ 3.3 1.3 <0.5 ～ 4.7 1.7 <0.5 ～ 3.8 1.4 <0.5 ～ 4.8 1.8 <0.5 ～ 2.7 1.3 <0.5 ～ 3.1 1.4
干潮時 <0.5 ～ 4.7 2.0 0.5 ～ 3.3 1.3 0.5 ～ 4.7 1.7 <0.5 ～ 3.8 1.6 <0.5 ～ 4.8 2.0 <0.5 ～ 2.7 1.4 <0.5 ～ 3.1 1.5
満潮時 <0.5 ～ 2.4 1.3 <0.5 ～ 2.8 1.2 <0.5 ～ 4.6 1.7 <0.5 ～ 2.2 1.2 <0.5 ～ 3.8 1.5 <0.5 ～ 2.0 1.2 <0.5 ～ 2.2 1.3
全測定 1 ～ 7 4 2 ～ 7 5 2 ～ 9 6 <1 ～ 4 3 <1 ～ 5 3 1 ～ 7 4 1 ～ 9 4
干潮時 1 ～ 7 4 3 ～ 7 6 3 ～ 9 7 <1 ～ 4 3 <1 ～ 5 3 1 ～ 7 4 1 ～ 5 3
満潮時 1 ～ 4 3 2 ～ 6 4 2 ～ 8 5 1 ～ 4 2 1 ～ 4 3 1 ～ 6 3 2 ～ 9 4
全測定 0.40 ～ 0.89 0.66 0.45 ～ 1.50 0.84 0.50 ～ 1.30 0.77 0.37 ～ 0.96 0.65 0.35 ～ 0.93 0.65 0.45 ～ 0.99 0.64 0.33 ～ 0.82 0.50
干潮時 0.58 ～ 0.89 0.71 0.45 ～ 1.50 0.86 0.50 ～ 1.30 0.79 0.48 ～ 0.90 0.67 0.49 ～ 0.93 0.70 0.61 ～ 0.99 0.73 0.35 ～ 0.82 0.55
満潮時 0.40 ～ 0.75 0.61 0.69 ～ 0.88 0.82 0.70 ～ 0.77 0.74 0.37 ～ 0.96 0.62 0.35 ～ 0.78 0.59 0.45 ～ 0.69 0.55 0.33 ～ 0.54 0.45
全測定 0.027 ～ 0.048 0.040 0.035 ～ 0.072 0.051 0.032 ～ 0.074 0.054 0.028 ～ 0.055 0.037 0.031 ～ 0.053 0.038 0.029 ～ 0.063 0.041 0.024 ～ 0.054 0.035
干潮時 0.027 ～ 0.048 0.042 0.043 ～ 0.072 0.056 0.042 ～ 0.069 0.059 0.030 ～ 0.055 0.039 0.033 ～ 0.053 0.041 0.029 ～ 0.048 0.040 0.034 ～ 0.036 0.035
満潮時 0.027 ～ 0.044 0.037 0.035 ～ 0.061 0.045 0.032 ～ 0.074 0.049 0.028 ～ 0.041 0.034 0.031 ～ 0.040 0.035 0.032 ～ 0.063 0.042 0.024 ～ 0.054 0.035
全測定 1.3 ～ 6.1 3.6 1.3 ～ 5.5 3.3 1.3 ～ 5.4 3.2 1.3 ～ 7.2 3.4 1.3 ～ 5.0 3.2 1.3 ～ 6.9 3.5 1.3 ～ 8.8 3.6
干潮時 1.4 ～ 5.7 3.4 1.3 ～ 5.5 3.5 1.5 ～ 5.4 3.3 1.4 ～ 5.5 3.3 1.6 ～ 4.9 3.4 1.3 ～ 5.6 3.4 1.4 ～ 6.6 3.3
満潮時 1.3 ～ 6.1 3.7 1.3 ～ 5.0 3.1 1.3 ～ 4.6 3.1 1.3 ～ 7.2 3.5 1.3 ～ 5.0 3.0 1.3 ～ 6.9 3.5 1.3 ～ 8.8 3.9

濁度(度)

-

ＴＯＣ(mg/L)

Ｔ－Ｎ(mg/L)

Ｔ－Ｐ(mg/L)

水温(℃)

ＥＦ

ＳＳ(mg/L)

ＢＯＤ(mg/L)

クロロフィル
(μg/L)

ｐＨ

ＤＯ(mg/L)

塩分

ＧＣＤ Ａ Ｂ

Ｆ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ Ｄ

Ｇ 

東環状大橋(仮) 

吉野川大橋 

平成 18年 4月 1日撮影 
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1-4-2 基準値との比較（四季調査） 

調査対象である吉野川下流域は、環境基準Ａ類型に指定されている。 
Ｔ-ＮおよびＴ-Ｐについては、参考として吉野川河口付近の海域で使用されている生活環境

の保全に関する環境基準のⅡ類型と比較した。 
 

表 1-4-2 河川の環境基準 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別表２　生活環境の保全に関する環境基準
(1)河川（湖沼を除く）

水素イオン
濃度

生物化学的
酸素要求量

浮遊物質量 溶存酸素量

(ｐＨ) (ＢＯＤ) (ＳＳ) (ＤＯ)
水道１級，

自然環境保全及
びＡ以下の欄に
掲げるもの
水道２級，
水産１級，
水浴及び
Ｂ以下の欄に
揚げるもの
水道３級，
水産２級

及びＣ以下の欄
に掲げるもの
水産３級，

工業用水１級及
びＤ以下の欄に
掲げるもの
工業用水２級，
農業用水及び
Ｅの欄に掲げ
るもの

工業用水３級，
環境保全

7.5mg/L
以上

50MPN
/100ml以下

 水質汚濁に係る環境基準 （昭和46年12月28日 環境庁告示第59号）

類型
利用目的
の適応性

基準値

大腸菌群数

7.5mg/L
以上

1,000MPN
/100ml以下

ＡＡ
6.5以上
8.5以下

Ａ
6.5以上
8.5以下

2mg/L
以下

25mg/L
以下

1mg/L
以下

25mg/L
以下

Ｂ
6.5以上
8.5以下

3mg/L
以下

25mg/L
以下

2mg/L
以上

－

Ｃ
6.5以上
8.5以下

5mg/L
以下

50mg/L
以下

5mg/L
以上

5,000MPN
/100ml以下

5mg/L
以上

－

2mg/L
以上

－

Ｄ
6.0以上
8.5以下

Ｅ
6.0以上
8.5以下

10mg/L
以下

ごみ等の
浮遊が
認められ
ないこと

8mg/L
以下

100mg/L
以下

備考
１ 基準値は，日間平均値とする（湖沼，海域もこれに準ずる。）。
２ 農業用利水点については，水素イオン濃度6.0以上7.5以下，溶存酸素量5mg/L以上とする

(注)
１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全
２ 水道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの
　　〃 ２級：沈澱ろ過等による通常の浄水操作を行うもの
　　〃 ３級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの
３ 水産１級：ヤマメ，イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級
　　〃 ２級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の水産生物
　　〃 ３級：コイ，フナ等，β－中腐水性水域の水産生物用
４ 工業用水１級：沈澱等による通常の浄水操作を行うもの
　　　〃　 ２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの
　　　〃 　３級：特殊の浄水操作を行うもの
５ 環境保全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を感じない限度
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表 1-4-3 海域の環境基準 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

生活環境の保全に関する環境基準
ウ．海域
（２）

全 窒 素 全 燐
自然環境保全及びⅡ以下の

欄に掲げるもの
（水産２種及び３種を除く。）

水産１種
水浴及びⅢ以下の欄に掲げる
もの（水産２種及び３種を除く。）
水産２種及びⅣの欄に掲げる
もの（水産３種を除く。）

水産３種
工業用水

生物生息環境保全

規格45.4に
定める方法

規格46.3に
定める方法

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

基 準 値

0.2mg/L
以下

0.02mg/L
以下

類型
利用目的
 の適応性

0.3mg/L
以下

0.03mg/L
以下

0.6mg/L
以下

0.05mg/L
以下

0.09mg/L
以下

備考
１　基準値は，年間平均値とする。
２　水域類型の指定は，海洋植物プランクトンの著しい増殖を
　　生ずるおそれがある海域について行うものとする。

1 mg/L
以下

Ⅳ

測定方法

(注)
１　自然環境保全：自然探勝等の環境保全
２　水産１種：底生魚介類を含め多様な水産生物がバランス
　　　　　　　良く，かつ，安定して漁獲される

　　水産２種：一部の底生魚介類を除き，魚類を中心とした
　　　　　　　水産生物が多獲される
　　水産３種：汚濁に強い特定の水産生物が主に漁獲される
３　生物生息環境保全：年間を通して底生生物が生息できる限度
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1)  ｐＨ（水素イオン濃度） 

環境基準値は日平均で 6.5以上 8.5以下である。 
干潮時と満潮時の値を平均すると全地点で基準値を満足していた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-1 環境基準値との比較（ｐＨ） 
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2)  ＤＯ（溶存酸素量） 

環境基準値は日平均で 7.5mg/L以上である。 
干潮時と満潮時の値を平均すると 5月の調査時では、Ａ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ地点、8月の調査

ではＧ地点、11月の調査ではＤ、Ｅ地点で基準値を下回っていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-2 環境基準値との比較（ＤＯ） 
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3)  ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） 

環境基準値は日平均で 2mg/L以下である。 
干潮時と満潮時の値を平均すると 8月の調査時において、全地点で基準値を上回っていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-3 環境基準値との比較（ＢＯＤ） 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(平成18年4月1日撮影)

Ｆ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ
Ｄ

第十観測所

4.2

4.4

4.6

4.8

5.0

5.2

5.4

5.6

5.8

6.0

6.2

2
4

2
9

1
6 6

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(Ｄ.Ｌ.ｍ）

干潮時の調査時の水位 満潮時の調査時の水位

平均 河川環境基準：Ａ類型
2mg/L以下

Ａ

0.5

3.0

1.5

0.6
0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

2
4

2
9

1
6 6

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(mg/L)

Ｂ

0.6

4.3

1.6

0.6
0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

2
4

2
9

1
6 6

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(mg/L)

Ｃ

0.5

2.4

0.5

1.9

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

2
4

2
9

1
6 6

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(mg/L)

Ｄ

4.7

1.0
0.5 0.5

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

24 29 16 6

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(mg/L)
Ｅ

3.1

1.0
0.70.5

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

2
4

2
9

1
6 6

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(mg/L)

Ｆ

0.5

3.6

0.7

1.8

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
2
4

2
9

1
6 6

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(mg/L) Ｇ

0.6

2.7

1.7

0.7
0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

2
4

2
9

1
6 6

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(mg/L)

森
テキストボックス
3－ 1－ 11



 

 

4)  ＳＳ（浮遊物質量） 

環境基準値は日平均で 25mg/L以下である。 
干潮時と満潮時の値を平均すると全地点で基準値を満足していた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-4 環境基準値との比較（ＳＳ） 
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5)  Ｔ－Ｎ（窒素含有量） 

環境基準値は年間の平均値 0.3mg/L以下（参考）である。 
各月の数値はすべて基準値を上回っていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-5 環境基準値との比較（Ｔ－Ｎ） 参考 
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6)  Ｔ－Ｐ（燐含有量） 

環境基準値は年間の平均値 0.03mg/L以下（参考）である。 
ほとんどの調査時、調査地点において 0.03mg/Lを上回っており、全地点が基準値を上回る
結果である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-6 環境基準値との比較（Ｔ－Ｐ） 参考 
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1-4-3 前年度調査との比較（四季調査） 

1) 水温 

変動傾向は前年度とほぼ同様である。 
 

表 1-4-4 前年度との比較(水温) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-7 各地点の水温変動図 
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2) ｐＨ（水素イオン濃度） 

各地点の最大値は今年度がやや高いものの、各地点の最小値は去年度と概ね同様である。 
数値の変動は前年度と比較して大きな変化は認められない。 
 

表 1-4-5 前年度との比較(ｐＨ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-8 各地点のｐＨ変動図 

 
 

Ｆ Ｅ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｇ 最小値 最大値
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2) ＤＯ（溶存酸素量） 

各地点の最小値は今年度の値がやや高いものの、各地点の最大値は前年度と概ね同様である。

数値の変動は前年度と比較して大きな変化は認められない。  
 

表 1-4-6 前年度との比較(ＤＯ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-9 各地点のＤＯ変動図 

 

Ｆ Ｅ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｇ 最小値 最大値

Ｈ17 6.6 - 4.4 - 6.8 - - 4.4 6.8

Ｈ18 6.5 6.1 6.9 6.7 6.8 7.0 6.2 6.1 7.0

Ｈ17 12.0 - 11.4 - 12.0 - - 11.4 12.0

Ｈ18 12.3 11.6 10.9 10.9 11.9 13.6 8.8 8.8 13.6
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Ｈ18 9.2 8.1 8.2 8.3 9.0 8.9 7.9 7.9 9.2
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3) 濁度 

前年度と比較して各地点の最小値、最大値はばらつくものの、年間を通した平均値に大きな

差は認められない。 
 

表 1-4-7 前年度との比較(濁度) 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-10 各地点の濁度変動図 

 
 
 

Ｆ Ｅ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｇ 最小値 最大値

Ｈ17 0.9 - 1.1 - 1.0 - - 0.9 1.1

Ｈ18 0.6 1.3 1.9 0.7 0.7 0.7 0.7 0.6 1.9

Ｈ17 6.0 - 12.6 - 6.2 - - 6.0 12.6

Ｈ18 5.0 5.8 6.0 4.8 4.5 4.7 6.9 4.5 6.9

Ｈ17 2.0 - 4.1 - 2.4 - - 2.0 4.1

Ｈ18 2.2 3.9 3.6 2.1 2.1 2.5 2.3 2.1 3.9
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4) 塩分 

今年度は、5月と 8月に低値を記録しており、各地点の最小値が全体に低い。各地点の最大
値はほぼ同様である。 

 
表 1-4-8 前年度との比較(塩分) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図 1-4-11 各地点の塩分変動図 

 
 
 

Ｆ Ｅ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｇ 最小値 最大値

Ｈ17 11.66 - 14.41 - 11.59 - - 11.59 14.41

Ｈ18 4.50 3.24 5.27 5.13 3.69 6.02 23.48 3.24 23.48

Ｈ17 30.17 - 30.53 - 31.77 - - 30.17 31.77

Ｈ18 30.41 30.80 30.64 31.83 31.71 31.55 32.09 30.41 32.09

Ｈ17 23.05 - 25.10 - 24.84 - - 23.05 25.10

Ｈ18 19.40 18.17 18.41 22.56 19.18 21.44 28.73 18.17 28.73

吉野川
大橋下流

新橋
*

上流
吉野川
河口部新橋下流

*調査箇所
*；新橋とは東環状
　 大橋(仮)を指す

塩分

各地点の
最小値

各地点の
最大値

各地点の
平均値

(平成18年4月1日撮影)

Ｆ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ
Ｄ

Ｇ

干潮時

満潮時

第十観測所

4.2
4.4
4.6
4.8
5.0
5.2
5.4
5.6
5.8
6.0
6.2

2
3

2
1

1
9

2
0

1
7

1
6

1
4

2
6

2
2

1
7

2
4

2
9

1
6 6

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成17年度 平成18年度

(Ｄ.Ｌ.ｍ）

干潮時の調査時の水位
満潮時の調査時の水位

Ａ

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

2
4

2
9

1
6 6

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成17年度 平成18年度

Ｂ

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

1
9

2
0

1
7

1
6

1
4

2
6

2
2

1
7

2
4

2
9

1
6 6

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成17年度 平成18年度

Ｃ

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0
2
4

2
9

1
6 6

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成17年度 平成18年度

Ｄ

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

1
9

2
0

1
7

1
6

1
4

2
6

2
2

1
7

2
4

2
9

1
6 6

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成17年度 平成18年度

Ｅ

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

2
4

2
9

1
6 6

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成17年度 平成18年度

Ｆ

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

1
9

2
0

1
7

1
6

1
4

2
6

2
2

1
7

2
4

2
9

1
6 6

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成17年度 平成18年度

Ｇ

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

2
4

2
9

1
6 6

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成17年度 平成18年度

森
テキストボックス
3－ 1－ 19



 

 

5) クロロフィルａ 

全体に前年度よりもやや高値を示した。 
 

表 1-4-9 前年度との比較(クロロフィルａ) 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-12 各地点のクロロフィルａ変動図 

 
 

Ｆ Ｅ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｇ 最小値 最大値

Ｈ17 0.5 - 0.4 - 0.4 - - 0.4 0.5

Ｈ18 0.9 0.7 1.0 1.0 0.9 0.8 0.8 0.7 1.0

Ｈ17 12.5 - 5.1 - 12.0 - - 5.1 12.5

Ｈ18 24.5 19.8 16.5 13.1 15.0 21.3 9.5 9.5 24.5

Ｈ17 2.5 - 1.4 - 2.1 - - 1.4 2.5

Ｈ18 7.2 4.4 4.1 3.7 5.2 6.3 3.4 3.4 7.2
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6)  ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量） 

今年度、各地点の最大値はやや高いものの、各地点の最小値は定量下限値未満を示した。 
年間を通しての平均値はほぼ同様の数値を示した。 

 
表 1-4-10 前年度との比較(ＢＯＤ) 

 
 
 
 
 
 
 
 

平均の算出にあたっては、定量下限値以下の数値は定量下限値とした。 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-13 各地点のＢＯＤ変動図 

 
 
 
 

Ｆ Ｅ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｇ 最小値 最大値

Ｈ17 0.5 - 0.5 - 0.6 - - 0.5 0.6

Ｈ18 ＜0.5 ＜0.5 ＜0.5 ＜0.5 ＜0.5 ＜0.5 ＜0.5 ＜0.5 ＜0.5

Ｈ17 4.6 - 3.0 - 3.8 - - 3.0 4.6

Ｈ18 4.7 3.3 4.7 3.8 4.8 2.7 3.1 2.7 4.8

Ｈ17 1.7 - 1.6 - 1.7 - - 1.6 1.7

Ｈ18 1.6 1.3 1.7 1.4 1.7 1.3 1.4 1.3 1.7
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7) ＳＳ（浮遊物質量） 

各地点の最小値はほぼ同様の値であったが、各地点の最高値は前年度に比較して低い値であ

った。年間を通しての平均値はほぼ同様の数値を示した。 
 

表 1-4-11 ＳＳの各地点における去年度との比較 

 
 

     
 
 
 
 
 
 

平均の算出にあたっては、定量下限値以下の数値は定量下限値とした。 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-14 各地点のＳＳ変動図 

 
 
 
 
 
 

Ｆ Ｅ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｇ 最小値 最大値

Ｈ17 1 - 2 - 1 - - 1 2

Ｈ18 1 2 2 ＜1 ＜1 1 1 ＜1 2

Ｈ17 5 - 38 - 15 - - 5 38

Ｈ18 7 7 9 4 5 7 9 4 9

Ｈ17 3 - 9 - 4 - - 3 9

Ｈ18 3 5 6 3 3 3 3 3 6
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8) Ｔ－Ｎ（窒素含有量） 

全般に今年度がやや高値を示した。 
 

表 1-4-12 前年度との比較(Ｔ－Ｎ) 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-15 各地点のＴ－Ｎ変動図 

 
 

Ｆ Ｅ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｇ 最小値 最大値

Ｈ17 0.35 0.30 0.35 0.27 0.21 0.37 0.21 0.21 0.37

Ｈ18 0.40 0.45 0.50 0.37 0.35 0.45 0.33 0.33 0.50

Ｈ17 0.85 0.95 0.83 0.70 0.81 0.81 0.71 0.70 0.95

Ｈ18 0.89 1.50 1.30 0.96 0.93 0.99 0.82 0.82 1.50

Ｈ17 0.57 0.63 0.57 0.53 0.52 0.56 0.50 0.50 0.63

Ｈ18 0.66 0.84 0.77 0.64 0.64 0.64 0.50 0.50 0.84
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9) Ｔ－Ｐ（燐含有量） 

全般に前年度とほぼ同様の傾向であった。 
 

表 1-4-13 前年度との比較(Ｔ－Ｐ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-16 各地点のＴ－Ｐ変動図 

 
 

Ｆ Ｅ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｇ 最小値 最大値

Ｈ17 0.029 0.032 0.030 0.027 0.026 0.028 0.026 0.026 0.032

Ｈ18 0.027 0.035 0.032 0.028 0.031 0.029 0.024 0.024 0.035

Ｈ17 0.047 0.059 0.095 0.059 0.056 0.056 0.054 0.047 0.095

Ｈ18 0.048 0.072 0.074 0.055 0.053 0.063 0.054 0.048 0.074

Ｈ17 0.036 0.044 0.058 0.042 0.036 0.040 0.038 0.036 0.058

Ｈ18 0.039 0.051 0.054 0.037 0.038 0.041 0.035 0.035 0.054
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10) ＴＯＣ（全有機炭素） 

全般に前年度よりも高値を示した。 
 

表 1-4-14 前年度との比較(ＴＯＣ) 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-4-17 各地点のＴＯＣ変動図 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ Ｅ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｇ 最小値 最大値

Ｈ17 1.1 - 1.2 - 1.1 - - 1.1 1.2

Ｈ18 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3

Ｈ17 3.1 - 3.2 - 3.6 - - 3.1 3.6

Ｈ18 6.1 5.5 5.4 7.2 5.0 6.9 8.8 5.0 8.8

Ｈ17 1.7 - 1.9 - 1.9 - - 1.7 1.9

Ｈ18 3.5 3.3 3.2 3.4 3.2 3.5 3.6 3.2 3.6
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1-5 定期水質調査結果(週間調査) 

1-5-1 週間調査の総括 

工事期間中(11月～5月)に週 1回実施した水質調査の結果を表 1-5-1に示す。 
水温、ｐH、クロロフィルについては全測点とも概ね同程度である。 
St.Ｄと St.Ｅは、他地点と比較して、DOが低い傾向にあり、濁度は高い傾向にある。 
塩分は、海域の影響を強く受ける最下流に位置する St.G において、他地点に比較して、当

然ではあるが高値を記録した。 
 

表 1-5-1 水質調査結果(週間調査) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最小 ～ 最大 平均 最小 ～ 最大 平均 最小 ～ 最大 平均 最小 ～ 最大 平均 最小 ～ 最大 平均 最小 ～ 最大 平均 最小 ～ 最大 平均

全測定 9.5 ～ 20.8 13.3 9.0 ～ 21.3 13.4 8.7 ～ 20.8 13.4 10.0 ～ 22.2 14.0 9.6 ～ 22.3 13.6 9.7 ～ 21.2 13.6 10.1 ～ 22.2 13.9

干潮時 9.6 ～ 19.7 13.1 9.8 ～ 20.0 13.4 9.7 ～ 19.5 13.5 10.0 ～ 20.1 13.8 9.6 ～ 20.2 13.3 9.7 ～ 20.4 13.5 10.1 ～ 20.6 13.8

満潮時 9.5 ～ 20.8 13.5 9.0 ～ 21.3 13.3 8.7 ～ 20.8 13.2 10.3 ～ 22.2 14.1 9.6 ～ 22.3 13.8 10.1 ～ 21.2 13.7 10.5 ～ 22.2 14.0

全測定 7.9 ～ 8.3 8.1 7.7 ～ 8.2 8.1 7.7 ～ 8.2 8.0 7.8 ～ 8.2 8.1 7.9 ～ 8.2 8.1 7.8 ～ 8.2 8.1 7.8 ～ 8.2 8.1

干潮時 7.9 ～ 8.2 8.1 7.7 ～ 8.2 8.0 7.7 ～ 8.2 8.0 7.9 ～ 8.2 8.1 7.9 ～ 8.2 8.1 7.9 ～ 8.2 8.1 7.8 ～ 8.2 8.0

満潮時 8.0 ～ 8.3 8.1 7.7 ～ 8.2 8.1 7.7 ～ 8.2 8.0 7.8 ～ 8.2 8.1 7.9 ～ 8.2 8.1 7.8 ～ 8.2 8.1 7.8 ～ 8.2 8.1

全測定 6.4 ～ 10.0 8.6 6.1 ～ 9.6 8.1 6.3 ～ 9.7 8.1 6.1 ～ 10.0 8.3 6.6 ～ 10.4 8.6 6.7 ～ 9.8 8.5 6.7 ～ 10.0 8.4

干潮時 6.4 ～ 10.0 8.7 6.6 ～ 9.6 8.1 6.3 ～ 9.7 8.1 6.1 ～ 9.9 8.3 7.2 ～ 10.4 8.7 6.7 ～ 9.8 8.5 6.7 ～ 10.0 8.4

満潮時 6.4 ～ 10.0 8.4 6.1 ～ 9.5 8.1 6.4 ～ 9.7 8.0 6.6 ～ 10.0 8.3 6.6 ～ 9.9 8.4 6.8 ～ 9.8 8.4 6.7 ～ 9.9 8.4

全測定 0.5 ～ 40.5 2.9 1.2 ～ 35.0 5.1 1.3 ～ 30.8 4.4 0.6 ～ 37.4 3.0 0.6 ～ 39.5 2.9 0.7 ～ 36.4 3.3 0.4 ～ 36.0 3.0

干潮時 0.5 ～ 40.5 3.0 1.2 ～ 35.0 5.9 1.3 ～ 30.8 4.5 0.6 ～ 37.4 3.0 0.6 ～ 39.5 3.0 0.7 ～ 36.4 3.4 0.4 ～ 36.0 3.2

満潮時 0.6 ～ 30.6 2.7 1.3 ～ 26.7 4.2 1.5 ～ 30.3 4.2 0.6 ～ 32.6 3.0 0.6 ～ 31.2 2.8 0.7 ～ 30.5 3.1 0.5 ～ 26.8 2.8

全測定 0.49 ～ 31.20 25.90 1.28 ～ 31.70 25.77 1.89 ～ 31.65 26.30 0.88 ～ 32.17 27.74 0.99 ～ 31.84 26.16 1.53 ～ 31.91 26.61 7.14 ～ 32.24 29.68

干潮時 0.49 ～ 31.11 25.25 1.28 ～ 31.70 25.56 2.21 ～ 31.65 26.42 0.88 ～ 32.17 27.20 1.46 ～ 31.30 25.48 1.53 ～ 31.82 26.06 7.14 ～ 32.06 29.10

満潮時 0.58 ～ 31.20 26.54 1.30 ～ 31.40 25.98 1.89 ～ 31.52 26.18 1.28 ～ 32.07 28.28 0.99 ～ 31.84 26.83 1.82 ～ 31.91 27.15 10.85 ～ 32.24 30.26

全測定 0.5 ～ 10.3 1.7 0.6 ～ 10.1 1.7 0.6 ～ 4.3 1.5 0.8 ～ 4.8 1.6 0.5 ～ 5.0 1.6 0.6 ～ 8.1 1.8 0.6 ～ 4.8 1.7

干潮時 0.5 ～ 10.3 1.8 0.6 ～ 10.1 1.8 0.6 ～ 4.3 1.6 0.8 ～ 4.8 1.5 0.5 ～ 5.0 1.5 0.6 ～ 8.1 1.9 0.6 ～ 4.8 1.5

満潮時 0.7 ～ 6.1 1.5 0.7 ～ 4.6 1.6 0.6 ～ 4.1 1.4 0.9 ～ 4.3 1.7 0.6 ～ 5.0 1.6 0.6 ～ 6.1 1.7 0.8 ～ 4.4 1.8

ＥＦ ＧＣＤ Ａ Ｂ

計

器

観

測

濁度
(度)

塩分

ｐＨ

ＤＯ
(mg/L)

クロロフィル
(μg/L)

-

水温
(℃)

Ｆ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ Ｄ

Ｇ

東環状大橋(仮) 

吉野川大橋 

平成 18年 4月 1日撮影 
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1-5-2 基準値との比較(週間調査) 

調査対象である吉野川下流域は、環境基準Ａ類型に指定されている。 
今回調査したｐＨとＤＯの項目について、河川の環境基準Ａ類型と比較する。 
 

表 1-5-2 河川の環境基準 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

別表２　生活環境の保全に関する環境基準
(1)河川（湖沼を除く）

水素イオン
濃度

生物化学的
酸素要求量

浮遊物質量 溶存酸素量

(ｐＨ) (ＢＯＤ) (ＳＳ) (ＤＯ)
水道１級，

自然環境保全及
びＡ以下の欄に
掲げるもの
水道２級，
水産１級，
水浴及び
Ｂ以下の欄に
揚げるもの
水道３級，
水産２級

及びＣ以下の欄
に掲げるもの
水産３級，

工業用水１級及
びＤ以下の欄に
掲げるもの
工業用水２級，
農業用水及び
Ｅの欄に掲げ
るもの

工業用水３級，
環境保全

7.5mg/L
以上

50MPN
/100ml以下

 水質汚濁に係る環境基準 （昭和46年12月28日 環境庁告示第59号）

類型
利用目的
の適応性

基準値

大腸菌群数

7.5mg/L
以上

1,000MPN
/100ml以下

ＡＡ
6.5以上
8.5以下

Ａ
6.5以上
8.5以下

2mg/L
以下

25mg/L
以下

1mg/L
以下

25mg/L
以下

Ｂ
6.5以上
8.5以下

3mg/L
以下

25mg/L
以下

2mg/L
以上

－

Ｃ
6.5以上
8.5以下

5mg/L
以下

50mg/L
以下

5mg/L
以上

5,000MPN
/100ml以下

5mg/L
以上

－

2mg/L
以上

－

Ｄ
6.0以上
8.5以下

Ｅ
6.0以上
8.5以下

10mg/L
以下

ごみ等の
浮遊が
認められ
ないこと

8mg/L
以下

100mg/L
以下

備考
１ 基準値は，日間平均値とする（湖沼，海域もこれに準ずる。）。
２ 農業用利水点については，水素イオン濃度6.0以上7.5以下，溶存酸素量5mg/L以上とする

(注)
１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全
２ 水道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの
　　〃 ２級：沈澱ろ過等による通常の浄水操作を行うもの
　　〃 ３級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの
３ 水産１級：ヤマメ，イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級
　　〃 ２級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の水産生物
　　〃 ３級：コイ，フナ等，β－中腐水性水域の水産生物用
４ 工業用水１級：沈澱等による通常の浄水操作を行うもの
　　　〃　 ２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの
　　　〃 　３級：特殊の浄水操作を行うもの
５ 環境保全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を感じない限度
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1)  ｐＨ（水素イオン濃度） 

環境基準値は日平均で 6.5以上 8.5以下である。全地点で基準値を満足していた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-5-1 環境基準値との比較（ｐＨ） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(平成18年4月1日撮影)
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2)  ＤＯ（溶存酸素量） 

環境基準値は日平均で 7.5mg/L以上である。 
5月、11月、12月に基準値を下回ることがあった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-5-2 環境基準値との比較（ＤＯ） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(平成18年4月1日撮影)
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1-5-3  前年度調査との比較(週間調査) 

1)  水温 

今年度は、冬期の水温が 10℃前後までしか下がらず、去年度よりも高水温であった。 
 

表 1-5-3 水温の各地点における去年度との比較 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1-5-3 各地点の水温変動図 
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吉野川
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新橋*
上流
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* *；新橋とは東環状
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2)  ｐＨ（水素イオン濃度） 

去年度とほぼ同様の傾向である。 
 

表 1-5-4 ｐＨの各地点における去年度との比較 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-5-4 各地点のｐＨ変動図 
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大橋下流

新橋*
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　 大橋(仮)を指す
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3)  ＤＯ（溶存酸素量） 

去年度よりもやや数値は低いものの、低水温期に増加する変動の傾向は同様である。 
 

表 1-5-5 ＤＯの各地点における去年度との比較 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-5-5 各地点のＤＯ変動図 
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4） 濁度 

最大値は去年度よりも値が高いが、降雨による増水に伴う突発的な数値であり、全般的な傾

向に大きな変化は認められない。 
 

表 1-5-6 濁度の各地点における去年度との比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-5-6 各地点の濁度変動図 
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5） 塩分 

5月に増水の影響を捉えたため低値を記録したが、秋期以降はほぼ同様の傾向である。 
 

表 1-5-7 塩分の各地点における去年度との比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-5-7 各地点の濁度変動図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ Ｅ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｇ 最小値 最大値

Ｈ17 4.12 - 7.91 - 5.87 - - 4.12 7.91

Ｈ18 0.49 1.28 1.89 0.88 0.99 1.53 7.14 0.49 7.14

Ｈ17 31.53 - 30.49 - 31.91 - - 30.49 31.91

Ｈ18 31.20 31.70 31.65 32.17 31.84 31.91 32.24 31.20 32.24

Ｈ17 23.96 - 25.24 - 25.79 - - 23.96 25.79

Ｈ18 25.90 25.77 26.30 27.74 26.16 26.60 29.68 25.77 29.68
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大橋下流

新橋*
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1-6 工事中 pH、濁度監視調査 

工事中の pH、濁度監視は 11月から翌年の 6月上旬まで 2回/日（干･満）実施した。そ
の結果は表 1-6-1、表 1-6-2 に示する。 
水の酸性またはアルカリ性の程度を示す指標である pHは、干潮時、満潮時とも 7.7から

8.3の範囲であった。 
水中に含まれる濁りの程度を示す濁度結果は、干潮時<0.2度から15.6度であった。また、

満潮時は<0.2度から 33.7度であり、濁度値が上昇した主な原因は、降雨により土粒子が水
域に流入したものである。 

 
  

表 1-6-1 工事中ｐＨ、濁度監視調査結果（ｐＨ） 

 
 
 
 

表 1-6-2 工事中ｐＨ、濁度監視調査結果（濁度） 
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図 1-6-1  工事中ｐＨ監視調査結果（11月～2月）
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図 1-6-2  工事中ｐＨ監視調査結果（３月～６月） 
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 図 1-6-3  工事中濁度監視調査（11月～2月）
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 図 1-6-4  工事中濁度監視調査結果（3月～6月）
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次に工事前と工事中（今回調査）の濁度に対する比較を行った。 
 工事前の調査は平成 15年 4月から 10月まで月 1回（干満の 2回/日）の頻度で実施して
いる。 
 工事中調査は平成 18年 11月から翌年の 6月上旬まで毎日（干満の 2回/日）実施、この
測定値から異常値を除外したものを採用した。 
 比較する項目は濁度とし、平常時の目安として、吉野川大橋※の濁度値を併記した。そ

の内容は図 1-6-5 に示すとおりである。 
その結果、監視地点（Y-3～Y-6）は、吉野川大橋地点の濁度値の範囲内であった。 
工事中の濁度値は Y-9 地点で若干変動がみられるものの、施工箇所に近い Y-6 地点では
工事前より小さい傾向であり、全体で評価するとほぼ差違はないと考える。 

 
 
 
 

 
 
 

図 1-6-5  工事前(H15年)と工事中(今回調査)との比較
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2 騒音振動調査 
2-1 .目的 
騒音振動調査は、東環状大橋(仮称)建設に係る事業から発生する振動・騒音が周辺に及ぼす

影響を把握すると共に、周辺環境を保全するための一助とするため調査を実施した。また、東環

状大橋(仮称)完成前と完成後の一般環境の振動、騒音の比較を行うために、工事施工前に一般環

境の振動、騒音調査を実施した。 
 
2-2 調査内容 

振動・騒音調査の概要は表 2-2-1 に、調査位置は図 2-2-1 に示すとおりである。 
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表 2-2-1 振動･騒音調査の総括 

    
 
 
 
 

森
テキストボックス
3－ 1－ 42



 

 

 
図 2-2-1 振動･騒音調査位置 
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2-3 平日･休日調査結果 
2-3-1 振動 
 10月 26日(平日)・10月 22日(休日)に実施した振動調査は表 2-3-1 に示し、測定結果の詳
細は表 2-5のとおりである。その結果、平日の昼間の堤防上地点(①、②)は、<30～38dB、干
潟地点(③、④)は、<30～40dB であり、夜間の堤防上地点は<30dB～35dB、干潟地点は<30
～37dBであった。また、休日の昼間の堤防上地点は、<30～31dB、干潟地点は<30～33dBで
あり、夜間の堤防上地点は、<30dB～32dB、干潟地点は<30～35dB であった。 休日と平日
の振動レベルは、南岸において、交通量が増加する平日の昼間が高い傾向を示した。ただし、

振動レベル 38dBは、資料(徳島県)から抜粋した図 2-3-1 によると人体にはまったく感じない
レベルである。全調査地点において、道路交通振動の要請限度の基準を十分満足していた。 

表 2-3-1(1) 時間帯振動レベル（平日） 

 
表 2-3-1(2) 時間帯振動レベル（休日） 
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図 2-3-1 振動のめやす 

 

   「出典：東環状大橋(仮称)建設事業環境影響検討のあらまし（2003.8）徳島県」 
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2-3-2 騒音 

 10月 26日(平日)・10月 22日(休日)に実施した騒音調査は表 2-3-2 に示すとおりである。
その結果、平日の昼間の堤防上地点(①、②)は 55～66dB、干潟地点(③、④)は 44～53dBで
あり、夜間の堤防上地点は 47～63dB、干潟地点は 45～51dBであった。また、休日の昼間の
堤防上地点は 55～66dB、干潟地点は 43～52dB であり、夜間の堤防上地点は 50～63dB、干
潟地点は 42～52dBであった。地点①については、騒音に係る環境基準(特例)を満足していた
が、地点②については、平日、休日ともに騒音に係る環境基準(B地域)を上回る時間帯もみら
れた。昨年度までの調査結果を見ると、平日、休日ともに環境基準(B地域)を満足しているこ
とから、県道徳島環状線(29号線)の開通により交通量の増加が原因であると考えられる。 

表 2-3-2(1) 時間帯騒音レベル（平日） 

 
表 2-3-2(2) 時間帯騒音レベル（休日） 
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2-4 工事中の調査結果 
2-4-1 振動 
 工事中の振動レベル測定結果は表2-4-1に示し、測定結果の詳細は表2-4-3のとおりである。

その結果、地点①-3 の振動レベルは<30～38dB、地点②-1 の振動レベルは 31～44dB、地点
②-4の振動レベルは<30～43dBであり、今回の調査で最も値の大きい 44dBは文献によると、
人は揺れを感じないレベルである(図 2-4-1 参照)。 
 

表 2-4-1 振動レベル測定結果 

         

 

振動レベル 振動の影響 震度の解説 震度

有意な生理的影響が生じ始める

深い眠りに対して影響が出始める

過半数の人が振動をよく感じる

浅い眠りに対して影響が出始める

振動を感じ始める（振動閾値）

かなりの恐怖感があり、一部の人は身の

安全を図ろうとする

屋内にいるほとんどの人が揺れを感じ、

恐怖を覚える人もいる

屋内にいるほとんどの人が揺れを感じ、

眠っている人の一部が目を覚ます

屋内にいる人の一部がわずかな揺れを

感じる

４

３

２

１

０人は揺れを感じない

90dB

80dB

70dB

60dB

50dB

40dB

（出所： 「振動規制の手引き」 （平成14年５月、振動法令研究所） ）
 

図 2-4-1 振動の影響 

 
 
 
 
※：振動規制法(昭和 51年法律第 64号)第 15条第 1項の環境省令で定める基準 
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 今回の工事は、鋼管矢板打設の作業(ﾊﾞｲﾌﾞﾛ、油圧ﾊﾝﾏｰ)が特定建設作業に該当するため、振

動規制の対象となっている。本調査結果と特定建設作業に係る振動規制基準※との比較を行っ

たものは図 2-4-2 に示すとおりである。その結果、地点(①-3,②-1,②-4)の監視点は、規制基準
※１(75dB以下)をすべて満足している。 
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図 2-4-2 規制基準との比較 
 備考)1.※：施工中(9時間)連続、10分毎測定によって得られた 80%レンジの上端値(L10)の最大値である。 
 
2-4-2 騒音 
 騒音レベル測定結果は表 2-4-2 に示し、測定結果の詳細は表 2-4-3 のとおりである。その結

果、地点①-3 の騒音レベルは 52～69dB、地点②-1 の騒音レベルは 68～76dB、地点②-4 の騒
音レベルは 68～76dBであり、今回の調査で最も値の大きい騒音レベル 76dBは文献によると、
地下鉄車内音に相当するレベルである(図 2-4-3 参照)。 
 

表 2-4-2 騒音レベル測定結果 

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 
※：騒音規制法(昭和 43年法律第 98号」第 14条第 1項及び第 15条第 1項の規定に基づく
特定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基準(昭和 43年厚･建告第 1号) 
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図 2-4-3 騒音レベルの目安（単位：dB） 
              「出典：福原博篤書著、H10.2、環境測定実務者のための 
               騒音レベル測定マニュアル、(社)日本環境測定分析協会発行」 
 

  今回の工事は、鋼管矢板打設の作業(ﾊﾞｲﾌﾞﾛ、油圧ﾊﾝﾏｰ)が特定建設作業に該当するため、騒
音規制の対象となっている。よって本調査結果と特定建設作業に係る騒音規制基準※との比較

を行ったものは図 2-4-4 に示すとおりである。その結果、地点(①-3,②-1,②-4)の監視点は、
規制基準※２(85dB以下)をすべて満足している。 
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図 2-4-4 規制基準との比較 

  備考)1.※：施工中(9時間)連続、10分毎測定によって得られた 90%レンジの上端値(L5)の最大値である。 
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表 2-4-3(1) 振動騒音測定結果 

 
表 2-4-3(2) 振動騒音測定結果 
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表 2-4-3(3) 振動騒音測定結果 
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